
府政、暮らしのご相談は

田島よしみつまで 八幡市男山美桜5-29-102〒614-8362 （事務所）

京都府議会議員
TEL 075-982-1482
FAX075-982-1492

【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成27年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 農商工労働常任委員会、魅力ある地域づくりに関する特別委員会(委員長)。

八幡市在住で妻・長男（大学院生）・長女・次男（高校生）・次女（中学生）の6人家族。

http://tajimayoshimitsu.com［ホームページ］
［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

日々の活動をブログで報告
田島よしみつ で検索

京都府議会の活動や、
議長による定例記者
会見の様子などを配信

田島よしみつ
公式LINE

京都府議会
ちゃんねる

農商工労働常任委員会 魅力ある地域づくりに関する特別委員会

田島よしみつの府
議会議員の活動
や、府政のお知ら
せをお届けします。

令和７年９月
補正予算、可決成立。

29億9,200万円

　京都府消防協会綴喜支部の
小型ポンプ操法大会に向けて
八幡市消防団の小型ポンプ操
法の訓練。私も八幡市消防団
の訓練指導員の一員として、
微力ですが選手の皆さんに指
導のお手伝いをさせていただ
きました。

　令和７年９月定例会で京都府から17件の議案が提案され
ました。この夏の記録的な高温・渇水によって府内各地に生
じた農業への影響の緊急対策、引き続き厳しい状況に置かれ

ている中小企業者の事業活動を守るために必要な予算などを編成してい
ます。府民や企業にとって必要であるか、内容や予算について京都府議会
議員が審議を行い、可決成立しました。その内容の一部をご紹介します。

　京都から万博へ！自転車で
駆け抜けよう〜「京都 to 万博
チャレンジライド」の出発式が
さくらであい館で開催。約 50
㎞先の万博会場まで走行され
ました。サイクルロードの整備
は西脇知事に提案していたも
ので、府民の健康や観光に貢
献できることに期待します。

地
域
の
活
動
な
ど

地域の活動など

高校生等修学支援事業費

農作物生産確保対策事業費経営基盤強化推進事業費

建設業人材確保対策支援事業費

高温に負けない、農作物の収量・品質を維
持する取組を支援。高温・渇水の被害を受
けた水田の生産回復に要する経費を支援。
府の原種農場の機能強化を図り、高温耐性
品種への転換の取組を実施など。

国制度の決定に伴い、高校生等の就学
支援金及び奨学のための給付金を拡充。

中小企業者の賃上げが可能となる経営基盤の強化を支援。
経費削減効果のある設備投資等に要する経費を支援。
（取組例）機器・設備の導入、
経営コンサルティング、人材育成等。

物価高騰や人手不足の影響を受ける
建設業者等への支援を強化。
建設業者や測量業者が行う生産性向上や
労働者の処遇改善につながる取組を支援。
（取組例）ICT建設機械・測量機器、
ドローンの導入など。

中小企業者の事業活動を守る取組

高校無償化への対応

高温・渇水から農業を守る取組

21億
8300万円

2億
8000万円

1億
2000万円

9000
万円

　宇治新茶 八十八夜茶摘みの集
いが、宇治茶会館で開催されま
した。好天に恵まれて、式典の後、
茶摘みを体験。新芽は柔らかく、
力を入れなくてもポキッと折れ
て、少しの間ですが茶摘みを経
験させていただきました。今年の
宇治茶も期待しています。もっと
多くの皆さんに宇治茶を飲んで
もらい、香りと深い味わいを楽し
んでいただきたいものです。

　宇治川、木津川流域の水防体
制の強化と地域住民の生命と財
産を守るため、淀川 • 木津川水
防事務組合の水防訓練が宇治川
左岸河川敷にて実施されました。
訓練想定は、宇治川下流に水防
警報が発表され、各消防団 • 水
防団が宇治川の警戒中に、数箇
所で漏水を確認し、水防作業を
行うという内容。皆さん懸命に訓
練されており、その尽力に改めて
敬意と感謝を申し上げます。

　青森県六ヶ所村
に整備されている
日本原燃の原子燃
料サイクル施設を
訪問。使い終わっ
た燃料を再処理し
て、プルトニウム

などを再利用し、廃棄物の量を抑える原子燃料サ
イクルを推進。従業員約 3,000 名で約 70% が青
森県出身者。ここでの事業はウラン濃縮、低レベ
ル放射性廃棄物埋設、高レベル放射性廃棄物貯
蔵、使用済燃料受入貯蔵が現在行われており、再
処理施設や MOX 燃料製造施設は現在建設中。世
界で最も高い安全基準で建設されているので、建
設に時間がかかっている。安全で安定した電力を
より安価で供給することに尽力されています。

　八幡萌える会の森田代表が、
子どもたちの健やかな成長を願
い、八幡市大谷川に鯉のぼりを
泳がされています。私が行った
ときにも赤ちゃんを連れた３世帯
の家族が訪れていました。運営
を全てボランティアで行われて
いて、「皆さんに喜んでいただく
ことが何より嬉しい」と森田さん。
この大谷川がきれいな川になる
ように頑張りたいと思います。

　平成 8 年夏に八幡市で発砲事件が
発生し、平成 9 年に八幡市暴力追放
対策協議会が設立されました。それ
以降、八幡市内では暴力団による発
砲事件は発生していません。あらゆ
る団体や個人との情報共有や連携な
しで、被害の減少にはつながらないと
実感しています。八幡市暴力追放対
策協議会の活動は、犯罪被害撲滅の
機運醸成につ
ながっており、
この活動に敬
意と感謝を申
し上げます。

淀•木津の水防訓練を実施

原子燃料サイクル施設見学

茶摘みの集い

泳げ、鯉のぼり。大谷川

八幡市暴力追放対策協議会小型ポンプ操法の訓練

チャレンジライド出発式

　京都府議会の農商工労働常任
委員会の管外調査を実施。福島
県ハイテクプラザでは、企業への
デジタル技術導入を支援され、製
造現場の作業効率化・省力化を
図り、働き方改革に繋げ、地域産
業の魅力向上支援を実施されて
いました。
　福島県農業総合センター農業
短期大学校を訪問。令和６年度の
卒業後の就農率は53%、一般農業
者及び就農を目指す方を対象に
研修も実施し、学生寮や一般宿泊
棟も新しく整備し、学生寮は完全
個室。京都府も農家の高齢化が
進み、担い手が不足し、人材育成
と確保は喫緊の課題です。
　青森県庁では漁業創出事業を
視察。海面漁業・養殖業の総生産
量が前年から2万2,000トン減
少。漁村人口減少、藻場の磯焼け
で経営は厳しい状況。養殖業は安

定生産が可能だが取組地域が限定しているため、漁村地域の関係者が
一丸となり、つくり育てる漁業や地域活性化に向けた海業へのチャレン
ジなど、変革を起こす、様々な取組みをされていた。
　サーモン養殖のトップランナーの日本サーモンファーム（株）を訪問。
年間3.500トンを出荷され、生産、加工、物流、販売を一社で行う。県外の
加工を県内で行うことを目標にされ、地元雇用、若者の県外流出に歯止
めをかけたいと、地元を大事にされている。
　（公社）弘前観光コンベンション協会を訪問。弘前市は人口約16万人
で日本一のリンゴのまち。重要文化財も多く、弘前ねぷたまつりでも有
名。新型コロナ感染拡大で、ボランティアガイドの活動が低迷し、ボラン
ティア育成と確保のためにガイド学校を令和５年７月に開校。ガイドの
質と量の確保に貢献し、観光関連団体との連携も新たに生まれ、今後の
弘前観光の大きな力になると期待されています。

　私が委員長を務める京都府議会の「魅力ある地域づくりに関する
特別委員会」の管外調査を行いました。新潟県を訪問し、糸魚川市の
フォッサマグナミュージアムとフォッサマグナパークを視察。糸魚川ジ
オパークを核として、まちづくりや人材育成（住民と若者の郷土愛の醸
成）、地域振興、海外との交流など様々な取組みが行われ、持続可能な発
展を目指されていました。　
　清酒「男山」を醸造されている渡辺酒造店では、蔵内が東西の境界に
分かれていて、西側が軟水、東側が硬水の地下水が出るそうです。その
ため、酒造は西側の軟水を使われていました。八幡市男山と同じ酒名に
親しみを感じました。
　富山県へ移動し、高岡市オフィスパークに本社を置く「株式会社能
作」を訪問。職人の作業環境を五感で体験でき、産業観光も積極的に推
進されていました。地域の魅力づくりへの取組みが参考になりました。
　地域の伝統産業である「高岡銅器」は、1975年に国の伝統的工芸品
に指定。仏具、茶道具、花器などの鋳物を製造され、自社ブランド製品の
開発をはじめていて、錫や真鍮のテーブルウェアを一つひとつ、職人の
手で作られていました。地域の伝統産業を伝え守るために産業観光に
力を入れていて、この本社に年間数万人が訪れるそうです。
　富山県議会を訪問。富山県はｅスポーツを地域活性化の手段として
推進されています。ｅスポーツに係る予算は600万円程度で、そのすべ
てが富山県内の5市町で行われ
ているｅスポーツ関係人口創出
事業への補助金になっています。
　子どもから高齢者に対してeス
ポーツをコンテンツにアプロー
チしていて、人材育成や健康寿命
などに繋げていました。eスポー
ツの認知度アップや、様々なイベ
ントや大会を企画・運営されてい
るのが「株式会社ZORGE」。京都
府亀岡市のサンガスタジアムに
もeスポーツ施設があり、地域密
着のeスポーツの普及までは至っ
ていないため、先行事例として参
考になりました。

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

田島よしみつ
公式LINE
田島よしみつの府
議会議員の活動
や、府政のお知ら
せをお届けします。

たじま新聞
京都府議会議員初当選

たじま新聞たじま新聞
田島
よしみつ

京都府議会議員

8300

万円

［発行］令和７年秋 田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員 VOL.26

八幡市長表敬訪問

八幡市少年少女合唱団
定期発表会

タイ王国高校生の表敬訪問 宇治茶議連の現地視察

身体障がい者協会
定期総会

八幡防犯協会総会京都府農林水産業キックオフイベント

第八回徒然草エッセイ大賞 さくらまつり

令和7年度京都府総合防災訓練

福島の働き方改革、農業人材の育成、
青森の漁業などの取り組みを調査。

新潟フォッサマグナや富山の伝統産業、
eスポーツでの地域活性化。

8月
25・26日

7月
28~30日
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あ
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、
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画
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大
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、
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市
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道
路
大
住
草
内
線
の
５
つ
の
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げ

ら
れ
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に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

御
幸
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南
側
に
位
置
す
る
府
道
八
幡
木

津
線
が
京
阪
電
気
鉄
道
を
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ン
ダ
ー
パ
ス

す
る
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は
、
歩
道
が
な
い
上
に
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分
的

に
は
路
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も
な
く
、
歩
行
者
の
通
行
に
は

非
常
に
危
険
で
す
。
令
和
５
年
２
月
定
例

会
の
代
表
質
問
で
早
期
の
改
善
を
求
め
た

際
、
知
事
は
「
本
箇
所
は
鉄
道
の
橋
脚
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あ
る
た
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、
道
路
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の
も
の
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を
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げ
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つ
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ょ
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か
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「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
開
会
式
で
は
、
私
も
遠
隔
操
作
の
ア
バ

タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
で
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
の
競
技
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で
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、
ア

バ
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
挑
戦
す
る
姿
に
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
離
れ
た
場
所
で
思
い
ど
お
り
の
活

動
が
で
き
る
未
来
社
会
の
到
来
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
都
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に
は
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０
０
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名
の
住
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加
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す
る
「
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
け
い
は
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と
い
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参
加
型
サ
ポ
ー
タ
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が
あ
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、

実
証
実
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な
ど
に
ご
協
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て
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す
。
最
先
端
の
研
究
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や
多
様
な
企
業

の
立
地
、
住
民
参
加
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ベ
ー
ス
に
、
最
先
端
技
術
の
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究
開
発
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実
証
実
験
、
技
術
者
の
育
成
、
科
学
技
術

リ
テ
ラ
シ
ー
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向
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に
街
ぐ
る
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取
り

組
め
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が
本
都
市
の
大
き
な
強
み
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あ
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と
再
認
識
し
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と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
年
７
月
に
は
大
学
・
研
究
機
関
か
ら

「
ポ
ス
ト
万
博
シ
テ
ィ
に
向
け
て
の
提
言
」

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

京
都
駅
周
辺
エ
リ
ア
ま
る
ご
と
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
事
業
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
府
内

を
周
遊
し
、
各
地
域
の
魅
力
を
知
る
企
画

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
リ
ア
ル
桃
太
郎

電
鉄
」
で
は
、
約
４
７
０
０
名
が
鉄
道
を

利
用
し
て
、
府
内
の
名
所
や
特
産
品
が
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わ
え
る
飲
食
店
な
ど
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
、

京
都
府
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
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で
は
、
３

週
間
で
３
０
０
組
を
超
え
る
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
行
か
な

い
場
所
を
訪
れ
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」

と
の
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
は
、

準
備
段
階
で
、
地
元
の
方
の
声
を
取
り
入

れ
た
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
動
さ
せ

た
り
、
よ
り
一
層
参
加
者
が
地
域
の
魅
力

を
知
り
、
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
、
周
遊

企
画
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
確
保
に
つ
い
て
、
鉄
道
の
橋
脚
が
あ
る

た
め
、
道
路
そ
の
も
の
の
拡
幅
は
困
難
な

こ
と
か
ら
、
橋
脚
の
外
側
で
不
動
谷
川
を

渡
る
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
方
向
で
、
地

権
者
、
京
阪
電
鉄
、
八
幡
市
と
調
整
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

鉄
道
下
の
限
ら
れ
た
空
間
で
あ
り
、
河

川
を
跨
ぐ
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道

橋
脚
や
河
川
護
岸
に
影
響
の
な
い
工
法
の

検
討
や
、
事
業
用
地
の
確
保
に
時
間
を
要

し
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
、
工
事
の
準
備
が
整
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
現
在
、
発
注
手
続
き
を
進
め

て
お
り
、
年
内
に
は
工
事
に
着
手
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
活
用
な
ど
に
よ
っ

て
、
工
期
を
短
縮
す
る
な
ど
、
早
期
完
成

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・
充
実
や
、
交

通
安
全
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
の

活
性
化
、
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。　

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　
「
け
い
は
ん
な
万
博
２
０
２
５
」
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
け
い
は
ん
な

学
研
都
市
で
の
先
端
技
術
の
研
究
・
開
発

や
産
官
学
の
連
携
が
加
速
し
、
未
来
社
会

が
創
造
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
は
、
万
博
の
活
動

を
拡
大
継
承
す
る
「
ポ
ス
ト
万
博
シ
テ
ィ
」

に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
推
進

に
向
け
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
が
持
つ

強
み
や
目
指
す
べ
き
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　
「
け
い
は
ん
な
万
博
２
０
２
５
」
で
は
、

国
や
分
野
、
世
代
を
超
え
た
幅
広
い
交
流

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

私
立
高
校
の
授
業
料
支
援
拡
充
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
定
員
を
下
回
る
公
立
高
校

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。「
府
立
高
校
の

在
り
方
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
魅
力
的
な
学

び
の
充
実
の
一
つ
と
し
て
「
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
た
教
育
活
動
の
推
進
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
本
年
の
子
ど
も
議
会
で

提
案
さ
れ
た
よ
う
に
小
中
高
生
が
交
流
し
、

共
に
部
活
動
体
験
や
授
業
参
加
等
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
の
児
童
生
徒
が
、
府
立
高

校
や
そ
の
生
徒
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で
、

選
ば
れ
る
府
立
高
校
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。
現
在
の
地
域
連
携
の
取
組
状
況
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

【
前
川
明
範
教
育
長
】

　

府
立
高
校
は
学
び
の
場
で
あ
り
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
役
割
も
担
っ
て
お

り
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
は
大
変
重
要

で
す
。
現
在
、
府
立
高
校
で
は
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
の
授
業
や
学
校
行
事
を

通
じ
て
、
地
域
の
方
々
、
企
業
や
大
学
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
や
魅
力

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
に
主

体
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
京
都
八
幡
高

校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

の
生
徒
が
、
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
、
地

域
の
方
々
が
参
加
す
る「
絆
フ
ェ
ス
タ
」で
、

模
擬
店
の
企
画
運
営
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
授
業
の
一
環
で
、
八
幡
市
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
幼
稚
園
児
を
対
象

に
し
た
「
読
み
聞
か
せ
」
を
実
施
し
、「
社

会
と
つ
な
が
る
」「
社
会
を
つ
な
げ
る
」
実

践
力
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
子
ど
も
議
会
」
で
も
提
案
が
あ
っ

た
、
小
・
中
学
生
が
高
校
生
と
の
交
流
や

地
域
の
高
校
で
の
学
び
の
体
験
を
通
じ
て
、

府
立
高
校
に
関
心
を
高
め
、
夢
や
目
標
を

見
つ
け
る
こ
と
で
、
進
学
希
望
者
の
増
加

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
府
立
高
校
と
地
域
が
連
携
す
る

取
組
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
や
関
係
機

関
と
と
も
に
創
る
授
業
を
学
校
の
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
府
立
高

校
の
魅
力
を
地
域
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
効
果
的
な
広
報
活
動
が
重
要
で

が
提
出
さ
れ
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
の

次
の
10
年
間
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
省
、
関
係
省
庁
、
関
西
経
済
連
合
会

な
ど
も
交
え
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
が
直
接
、
石
破
総
理
に
ポ
ス
ト
万
博
シ

テ
ィ
推
進
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

け
い
は
ん
な
万
博
を
通
じ
て
高
ま
っ
た

本
都
市
の
強
み
を
活
か
し
、
両
万
博
で
披

露
さ
れ
た
最
先
端
技
術
や
研
究
成
果
を
、

迅
速
に
社
会
に
実
装
し
、
さ
ら
に
持
続
的

に
発
展
さ
せ
る
「
ポ
ス
ト
万
博
シ
テ
ィ
」

と
し
て
、
日
本
や
世
界
が
直
面
す
る
社
会

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
都
市
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
け
い
は
ん
な
万
博
」「
大
阪・関
西
万
博
」で
披
露
さ
れ
た

最
先
端
技
術
や
研
究
成
果
を
活
か
し
、社
会
課
題
の
解
決
に

貢
献
す
る「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
」を
目
指
す
。

府
立
高
校
と
地
域
が
連
携
す
る

取
組
を
ど
う
進
め
る
か
？

新
名
神
高
速
道
路
全
線
開
通
に

向
け
て
、５
つ
の
路
線
の
実
現
を

目
指
し
て
関
係
市
町
と
検
討
。

両
万
博
で
の
経
験
を
京
都
の
魅
力
発
信
に
活
か
す
。

高
校
生
が
地
域
や
小
中
学
生
と

交
流
し
て
、選
ば
れ
る
府
立
高
校
に
。

京
阪
電
鉄
の
橋
脚
の
外
側
に

歩
行
空
間
設
置
工
事
が
年
内
着
手
。

は
ど
の
程
度
果
た
し
て
い
て
、
閉
幕
ま
で

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
き
ま
す
か
。
ま

た
京
都
駅
周
辺
エ
リ
ア
ま
る
ご
と
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
事
業
で
は
、
ゲ
ー
ム
と
コ
ラ
ボ
し
た

周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

府
内
周
遊
の
大
変
面
白
い
取
組
と
考
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
を
進
め
ま
す
か
。

【
岡
本
孝
樹
総
合
政
策
環
境
部
長
】

　

関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
京
都
ゾ
ー
ン
で
は
、

展
示
に
体
験
型
・
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
、
京
都
の
本
物
の
魅
力
に
触

れ
る
こ
と
で
府
域
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。
呈
茶
体
験
と
併
せ
て
、
お
茶
の

産
地
な
ど
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
紹

介
し
た
と
こ
ろ
、
京
都
ゾ
ー
ン
を
起
点
に

３
０
０
組
以
上
に
参
加
い
た
だ
き
、
花
山

天
文
台
に
よ
る
解
説
を
聞
い
た
方
が
実
際

に
天
文
台
を
訪
れ
る
な
ど
、
誘
客
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
９
月
22
日
か

ら
は
「
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
町
村
職

員
が
地
域
の
魅
力
を
直
接
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、

府
内
周
遊
に
つ
な
が
る
よ
う
閉
幕
ま
で
全

【
石
井
宏
明
建
設
交
通
部
長
】

　

京
都
府
南
部
地
域
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
、
新
名
神
高
速
道
路
の
整
備

を
契
機
に
予
想
を
超
え
る
開
発
や
立
地
が

進
ん
で
お
り
、国
、関
係
市
町
と
連
携
し
て
、

将
来
の
交
通
状
況
を
分
析
し
、
新
た
な
対

策
を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

山
城
北
部
地
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
協
議
会
か
ら
、
事
業
中
の
道
路
整
備

の
早
期
完
了
と
と
も
に
５
つ
の
計
画
・
構

想
路
線
の
整
備
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
が
必
要
と
の
要
望
を
受
け
ま
し

た
。
５
つ
の
計
画
・
構
想
路
線
に
つ
い
て
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
混
雑
緩
和
へ
の
有

効
性
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
一
定

の
効
果
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
全
て

の
計
画
・
構
想
路
線
の
実
現
に
向
け
た
進

め
方
を
関
係
市
町
と
と
も
に
検
討
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
城
陽
│
八
幡
連
絡
道
路
は
、

東
西
交
通
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
部
で
あ
る
木

津
川
に
新
た
に
橋
り
ょ
う
を
設
け
る
こ
と

で
、
木
津
川
両
岸
の
広
い
地
域
に
高
い
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
、
効
率
性
、
実

現
性
の
観
点
か
ら
総
合
的
な
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

府
道
八
幡
木
津
線
が
京
阪
電
鉄
を
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
す
る
箇
所
に
お
け
る
歩
行
空
間

　

さ
ら
に
地
域
の
方
々
と
高
校
の
教
育
内

容
や
目
標
、
課
題
な
ど
を
共
有
す
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
役
割
が
一
層

重
要
と
な
る
と
考
え
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

４月末に個人で大阪・関西万博に行きました。とても学びの多い１日でした

大阪 • 関西万博が開催している 4 月 13 日〜 10
月 13 日までの同一期間、けいはんな学研都市
エリアで「けいはんな万博」を開催

EXPO ホールで府内各団体が伝統文化を世界に向けて一日中発信

関西パビリオンの京都ゾーンの展示のひとつ

橋脚の外側に川を渡る歩行空間を設置する工事が年内着工の予定

府立高校と地域の連携・協働に期待が高まる（写真はイメージです）

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

一般質問
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令和７年９月定例会


